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2010年チリ中部地震による関東･東海地方沿岸の津波痕跡高分布

Tsunami trace height distribution along the coasts of the Kanto and
Tokai districts from the 2010 Chile Earthquake
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1．研究の目的  2010年2月27日15時34分頃（日本時間），チリ中部の沿岸（南緯36.1°，西
経72.6°）でMw 8.8の地震が発生した．日本の太平洋沿岸では，地震発生から約23時間後以降
に，この地震による津波が到達した．この津波による関東･東海地方沿岸での浸水被害は下田で
床下浸水8棟（消防庁，2010）が確認されているが，水産被害については目立った被害は確認さ
れていない（農林水産省，2010，ただし神奈川県のみ「調査中」）．現在，関東･東海地方の沿
岸域は高度な土地利用が展開されており，将来発生する地震による津波の防災や減災を考える上
で，この津波の津波痕跡高分布やその出現時刻を調査することは重要である．そこで，本研究で
は，関東・東海地方沿岸域の津波痕跡高や来襲時間などについての現地調査を行った．
2．調査地域  現地調査は福島県いわき市から茨城県神栖市（2010年3月3日），千葉県銚子市
から館山市（同年3月5，7日），神奈川県三浦市から湯河原町（同年3月18～19日），静岡県熱
海市から磐田市（同年3月14，18～19日）の漁港やマリーナ，河口などで行った．調査項目は対
象沿岸の津波の痕跡高，その出現時刻，避難対応と水産被害の有無などとした．
3．主な調査結果  各地の最大波の津波痕跡高はおおむね1 m前後であり，その到達時刻は15
時~18時頃であった．
(1)福島県いわき市から茨城県神栖市沿岸にかけて，最大の津波痕跡高を測定した場所は神栖市
の鹿島港で，2月28日16:45頃に岸壁が浸水し，その高さは1.6 mと測定された．この他，会瀬漁
港（茨城県日立市）や大洗港（同県大洗町）などでは1 mを越える津波を測定した．特に会瀬漁
港では小さな漁船が岸壁に乗り上げた．
(2)千葉県銚子市から館山市沿岸の津波にかけて，最大の津波痕跡高を測定した場所は飯岡漁港
で，1.5 m（遡上高）の津波痕跡高が測定された．ここでは浸水による被害は確認されていない
が，岸壁に漁船が乗り上げる等の被害が確認された．この他，外房北部から中部では1 m程度，
下総で0.6 m程度であり，その発現時刻は2月28日の16時から18時（第3，4波目）であった．銚
子漁港および勝浦漁港以外では岸壁の低い所で津波が溢れ，特に片貝漁港では漁港奥に位置する
九十九里町漁協前のアスファルト面に至る浸水が確認された．
(3)神奈川県三浦半島西沿岸ではおおむね0.3～0.5 m津波痕跡高が測定された．逗子市から湯河原
町にかけては，津波はほとんど確認されておらず，0.2 m以下であった．
(4)静岡県熱海市から下田市沿岸について，熱海から稲取までは津波はほとんど確認されておら
ず，せいぜい0.2 m程度であった．一方で，下田市周辺沿岸では，最大1.3 m程度の津波痕跡高が



測定された（稲生沢川河口の西側岸壁）．また，同地域市街地では，稲生沢川から市街地への接
続される暗渠部や側溝から津波が逆流し，床下浸水被害（津波痕跡高1.44 m）が発生した．ま
た，その来襲時刻はおおむね16時から17時であった．
(5)石廊崎から御前崎までの駿河湾沿岸の津波痕跡高は0.3～0.7 m程度であった．また，その来襲
時刻は16時から17時であった．
(6)御前崎から磐田市までの遠州灘沿岸において，津波痕跡高は0.8～1.3 m程度であり，その来襲
時刻は17時から18時であった．
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